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総合事業の目指すこと 1

2

総合事業

高齢者（要支援者や事業対象者など）が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを送り続けることができる

ように、介護予防の視点を軸に高齢者の能力を最大限引き出し、活かせることを目指して多様で柔軟な

サービスを提供したり、また地域住民の多様な参画など地域の支え合い体制づくりを行うこと

▶︎ 1人1人違い、多様

地域包括ケアシステム

高齢者がどのような状態になっても高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目的に、

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される

住み慣れた地域での
自分らしい暮らし



２
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総合事業の対象者

出典：公益社団法人東京都医師会ホームページより引用

東京大学 高齢社会総合研究機構・飯島勝矢：作図改編

“高齢者”といってもその状態像は多様



フレイルの特徴

２
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総合事業の対象者

介護予防の視点を軸にして高齢者の能力を最大限

活かすことができることを目指して多様で柔軟な

サービスを提供したり、また地域住民の多様な参

画など地域の支え合い体制づくりを行う

出典：公益社団法人東京都医師会ホームページより引用

[目的]

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを

人生の最後まで続けることができる

健康と要介護の中間 多面性 可逆性

（どう過ごすかが重要な期間）
以下の3つの虚弱という
さまざまな要素がある

意欲や能力を引き出すことで
まだまだ十分に健康に戻れる（ ） （ ）



まず1人の高齢者の「住み慣れた地域での自分らしい暮らし」をイメージすることから

３
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1人の高齢者の自分らしい日常生活を追求する

[目的]

■
■
■

■

地域はひとの集合体です。

個人と集団(環境)は相互に影響し合います。

ひとは他者と影響し合って生きているので

1人の高齢者の自分らしい日常生活の実現という

いい影響を地域に伝播させていきます。

個人と向き合う視点と地域全体と向き合う支援という

両利きの取り組みが重要です。



「住み慣れた地域での自分らしい暮らし」を実現するプロセスをイメージする

３
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1人の高齢者の自分らしい日常生活を追求する

■ １人の高齢者の住み慣れた地域での自分らしい

暮らしを改めて実現するためには、どのような

プロセス（取り組み）や地域資源が必要かを

考えることが重要です。



プロセスを「実現する手段」についてイメージする

３
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1人の高齢者の自分らしい日常生活を追求する

A

実現する手段はほぼ決まっている



プロセスを「実現する手段」についてイメージする

３
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1人の高齢者の自分らしい日常生活を追求する

実現する手段は多様で柔軟性に富んでいる

B

自己選択・自己決定▶︎自律支援/自立支援



1人の高齢者の「住み慣れた地域での自分らしい暮らし」を実現するためには

４
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多様で柔軟な選択肢の必要性

一般介護予防事業

介護予防ケアマネジメント

通所型サービスD

通所型サービスC

通所型サービスA

通所型サービスB

一般介護予防事業

訪問型サービスA

必要な取り組みを
選択し組み合わせる

■

■

1人の高齢者の「住み慣れた地域での自分らしい暮らし」

を実現するためには「多様で柔軟な選択肢」が必要です。

総合事業は目的達成のために多様性に力点をおいた

事業づくりができるようになっています。



介護予防・生活支援サービス事業
（サービス事業）

一般介護予防事業

総合事業を構成する各事業

5

10

多様で柔軟な選択肢の必要性

[対象者]要支援者・事業対象者 [対象者]第１号被保険者の全て

介護予防把握事業

介護予防普及啓発事業

地域介護予防活動支援事業

一般介護予防事業評価事業

地域リハビリテーション活動支援事業

訪問型・通所型サービス

その他生活支援サービス 介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト



総合事業における多様なサービス

5
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多様で柔軟な選択肢の必要性



１ 誰しも住みなれた地域で自分らしい暮らしを送り続けたい
思うことを実現するために総合事業を手段として活用する

振り返り・まとめ

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

そのためには介護予防（フレイル予防）の視点が大事2

3

4

5

まずは1人の高齢者の自分らしい日常生活を追求すること
（目的）から始める。そのうえで手段を考える

総合事業は柔軟性がある多様な選択肢（手段）であり、1人
の高齢者の自分らしい日常生活を再び実現することに役立つ

フレイルの最大の特徴は”可逆性”。まだまだ元気になれる
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